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 校長室の窓から            宝 満 山 
校長  松井 裕次 

合格祈願 

私はアラカン、早起きを全く苦にしていない。朝寝坊は若者の特権と言われている。朝寝坊するには体力が

いるそうだ。私の家は新聞が４時に配達される。正直その音で、いやその予感がして毎朝目が覚めてしまう。

その日の日中は快晴との予報から、満を持して決行に及んだ。計画は周到だ。早朝４時半に家を出て、６時半

の太宰府天満宮の開門を待ち、大学入試センター試験を直前に控える「南高３年生（６８回生）」の合格祈願

を済ませた。センター試験は一の坂、これから始まる二の坂、三の坂、四の坂を登り切ってほしい。そんな思

いで私も坂を登る。 

 

 

宝満山 

九州で１番人気のある山である。３年前に普賢岳に登って以来の登山になる。途中、コンビニで水や食料を

手に入れ、登山口である竈戸（かまど）神社に移動した。テーピングで足の入念なケアをした後、厚めの靴下

をつけ山靴を履く。これらの予防は、痛い目に遭った経験から学んだことだ。無事に下山するのが登山の最終

目標なので、足下は安全安心のポイントになる。７時過ぎ、日の出前の暗がりの中を登り始めた。ＬＥＤの小

さなライトが大いに役立った。どんな挑戦にも準備が必要だ。 

宝満山は太宰府政庁の北東にあり、鬼門封じの役目をしている。京都御所と比叡山も同じ位置関係にある。

空海も最澄も宝満山で祈祷をしたと言われている。長崎や佐賀の山と違うのは、山道や階段が幅広く整備され

ている。よくもこれだけの道を開き多くの石材を運び上げたものだ。太宰府政庁の往時の勢いを思い知らされ

る。ホラ貝が響き、山伏が峰を渡る霊峰は人々を引きつける神の山だった。登山道と言うよりは、竈戸神社上

宮への参道だろう。（同様に修験者の山で知られる英彦山の参道はもっと広かった） 

急な階段が続く中、普通の運動靴をはいた地元の高齢者の方々にどんどん追い越されていく。山靴が恥ずか

しくなった。話を聞けば、毎日のように登っている人たちで、「おはようございます」と交わす言葉がさわや

かだ。地元の小中学生も遠足に登ると聞いた。標高８２９ｍの山頂は広く、福岡方面・筑紫野方面に視界が開

けた。まさに世の中を俯瞰するという体験は、太古の昔から参拝した人々の人生を変えてきたのではないだろ

うか。 

 山靴のヒモを上まで締め直して下山し始めた。山靴は下山のときが頼りになる。足首をしっかり守ってくれ

る。下山の方が道に迷う事故も多い。どんな挑戦も最後が肝心だ。途中、博多高校野球部の部員と顧問の先生

が３０人程で駆け上がって来た。若さと元気のいい挨拶は南高野球部と同じだ。 

 

 

 マラソン大会下見 

宝満山で自信をつけた私は、マラソン大会男子コースの試走に挑戦した。あわよくば、大会に出場し、制限

タイムをクリアしたいと思っていたからだ。不遜にも「南高の遠足は楽だ」と感じていた私は、南高のマラソ

ン大会を本当に甘く見ていた。生徒の見ている場所では走っていた私も、「過酷」な急坂に足が止まってしま

った。何とか完歩はしたものの「野望」は打ち砕かれた。諦めがつくと、周りの景色が見えだした。女子コー

スの折り返し辺りで、佐世保湾の夕焼けの空と赤崎岳から続く稜線が見えた。桜の枝には無数の花芽がついて

いる。もうすぐ旅立ちの春だ。（マラソン大会当日は、大雪の影響でコースを短縮して実施した。） 

緑 柏 



 

 

大学入試センター試験を終えて 

平成２８年度大学入試センター試験は１月１６日(土)、１７日(日)に実施されました。本校生徒は、長崎

国際大学会場において受験しましたが、当日は天気にも恵まれ、体調不良を訴える生徒もなく全員無事に受

験を終えることができました。

新課程２年目となる今年度は、ほぼ昨年どおりの受験形態であり、生徒たちは事前の模試での練習どおり

落ち着いて受験ができたようです。休み時間ごとに控え室に帰ってくる生徒た

ちの表情も明るく、いい雰囲気で２日間の日程を終えました。 

これから生徒たちは自己採点結果をもとに２月３日までに国公立大学への出

願を済ませることになります。同時に２月２５日から行われる前期の個別学力

試験(２次試験)に向けての対策講座が始まります。センター試験終了は国公立

大学受験者にとって前半戦が終わったに過ぎません。「現役生は最後まで伸び

る」を合言葉に、最後まで諦めず学力アップに励んでくれるよう応援したいと思

います。

育友会より贈呈 

去る１月１８日（月）、第３回育友会常任委員会で「文化祭バザー及び体育祭飲料水販売の収益金の

授与式」が行われ、１７５，０８５円の収益金が行事運営委員長の荒木様より校長に贈呈されました。 

 文化祭当日は、南高オリジナルＴシャツ・ポロシャツやタオル、南高ノートなどの販売や、ケーキや

ホットドックなど多数の出店でとても賑わいました。 

 ポロシャツやタオルは、ご好評につき完売しましたが、Ｔシャツは残部がございます。もし購入希望

の方がいらっしゃればクラス担任までご連絡ください。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

部活動等の結果報告 

○男子バレーボール部   長崎県高等学校新人体育大会    第 ３ 位 

○女子バスケットボール部 長崎県高等学校新人体育大会    第 ３ 位 

 

この結果により両部とも、以下の日程で九州大会に出場します。九州大会での活躍を期待して、南高

全員で応援しましょう！ 

【男子バレーボール部】  第 26 回全九州選抜高校バレーボール大会 2/13(土)～2/14(日) 島原市 

【女子バスケットボール部】第 26回全九州選抜高校バスケットボール大会  

2/13(土)～2/14(日) 鹿児島市 



３学年       「いよいよ最終コーナー」 

 
長崎国際大学で実施されたセンター試験は大きなトラブルもなく２日間の日程を無事終了しま

した。現在、６８回生の生徒達は出願する大学を担任の先生と相談しながら、２次試験に向けて

毎日慌ただしい学校生活を送っています。センター試験はあくまで通過点。これから行われる国

公立大の個別学力試験及び私立大学入試等に向けて特別編成授業に懸命に取り組み、それぞれ自

分の進路を実現してもらいたいと考えています。 

 

 

 

 

２学年      「いよいよ勝負の年の始まり」 

 

TAEM69 が学校の中心となり、文化祭や修学旅行などの大きな行事に取り組んだ平成 27 年度も 

  残すところあと２ヶ月となり、４月からはいよいよ３年生になります。受験生としての最終学年 

が始まるわけです。 

   ２年生の１月～３月は「３年生０学期」といわれます。そこで、受験生になる１年の始まりに 

あたり、１月８日の学年集会で「３年生０学期」に向けての意識づけを行いました。現時点から 

受験生としての３年生を意識し、本格的に受験に向けての準備を始めることによって、４月から 

の３年生への移行がスムーズになります。「３年生０学期」である残された約２ヶ月をどのよう 

に過ごすのか、目標や具体的な取り組みを考え、受験生としての「自分」を作り上げてください。 

今年は例年になく冬の寒い日が続き、保護者の方も含めてこの冬の朝は大変だと思いますが、 

寒風の厳しさに負けず、受験に立ち向かう１年の力強いスタートダッシュを期待します。 

 
 

１学年         「自己管理」 

 

先日行われた「生徒会サミット」という県内の生徒会関係の生徒たちが集まる会議では、本校 
  の１年生が司会や運営などを担当していました。また、各部活動の大会においてもひたむきにプレー 

する様子が見られました。勉強面においては、これから行われるハイレベル模試に挑戦する生徒が 
います。このように、学校生活では、君たちの力を発揮し活躍するチャンスが多くあります。今年 
は、ぜひそのチャンスをとらえて「挑戦する」姿勢で取り組んでほしいと思います。 

一方で、南高に慣れてきたことが惰性とならないように、挨拶などは初心に戻る必要があります。 
そして、忘れ物防止や提出物の管理、体調管理をきちんと行い「自己管理」に努めましょう。   

 

 

 

 



 校内マラソン大会結果 

  １月２７日（水）、第６３回校内マラソン大会が行われました。今年は週末の大雪の影響により、予備  

 日での実施となりました。当日は、雪の影響で出発時刻やコースに変更がありましたが、全生徒が臨機応 

 変に対応してくれました。これまでの練習の成果を十分に発揮し、一人ひとりが今持てる最大の力を発揮 

 してくれたすばらしいマラソン大会となりました。 

また、前日の１月２６日（火）は、育友会の皆様にもご協力いただき、「うどん」の炊き出しをしてい 

ただきました。１、２年生は、翌日のマラソン大会に向けた「パワーアップうどん」、３年生は受験に向 

けた「合格うどん」と、癒しと力をいただき、心も体も温まることができました。育友会の皆様ありがと 

うございました。 

 なお、大会の結果については以下のとおりです。 

  ○団体の部 

    男子優勝 １年５組   ２位 ２年１組   ３位  ２年５組 

女子優勝 １年６組   ２位 ２年６組   ３位  ２年５組 

  ○個人の部 

    男子優勝 ２年１組  上田 晃平          女子優勝 １年２組  小瀬 優愛 

      ２位 １年５組  河野 真輝           ２位 １年１組  中尾 涼音 

      ３位 １年５組  里  奏人           ３位 ２年１組  松本 彩起子 

 

 

 

                      

 

             

 

 

 

  

 

《 ２ 月 行 事 予 定 》 

１日（月） 開校記念日 

４日（木） 推薦入学者選抜（午後） 

６日（土） 対外Ｍ（２年）、Ｓプロ（１・３年） 

７日（日） 対外Ｍ（２年）、ハイレベル模試（１年） 

個別学力試験対策模試（３年） 

８日（月） 常任委員長改選 

１１日（木） Ｓプロ（３年） 

１３日（土） Ｓプロ（全学年）   １７日（水） スクールカウンセラー来校日 

１８日（木） 学年末考査（１・２年）（～２３日） 

２０日（土） Ｓプロ（３年） 

２３日（火） 前期受験者集会 

２５日（木） 国公立大学前期日程試験 

２９日（月） 卒業式予行、同窓会入会式 

 


